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A.都市空間とBF/UD

都市空間のUD（BF）対策

１．平均値の都市 多様性のある都市

２．都市計画とユニバーサルデザイン（UD・BF)の対象

移動困難を軽減するBF/UDの対策

３．バリアフリー（BF）

４．ユニバーサルデザイン（UD）



都市は健常者を中心に計画されつくられてきた

【平均値の都市】

移動困難者を考えた都市づくり

【バリアフリーの都市】

１．平均値の都市 多様性のある都市

バリアフリー法
①肢体不自由

②視覚障害
③聴覚障害
④発達障害



２．都市計画とユニバーサルデザイン（UD)

• 第1は土地利用計画：
• 地域地区や地区計画などの土
地利用に関する計画

• 第2は都市施設計画：
• 道路、公園、下水道などの都
市施設の整備に関する計画

• 第3は市街地開発事業の計画：
• 土地区画整理事業、市街地再
開発事業などの市街地開発事
業に関する計画

都市計画

ユニバーサルデ
ザインの対象

都市施設計画

道路・鉄道・建築物・
公園・駐車場・空港等

都市計画とUD都市計画の3つの柱



３．バリアフリーデザインとユニバーサルデザイン

①バリアフリーデザイン障害のある人が社会生活をしていく上
で障壁(バリア)となるものを除去するという意味。

1974年6月バリアフリーデザインに関する国連の専門家会議（国連障害者
生活環境会議）において報告書「バリアフリーデザイン」が作成された。

物理的、制度的、社会的なバリア：
より広く障害者の社会参加を困難にしている障壁の除去という意味でも用いられる。

(参考:障害者基本計画:2002年12月)

 ②ユニバーサルデザイン：
 1980年代、アメリカのロナルド・メイスによって提唱
 年齢、性別、文化の違い、障害の有無によらず、誰にとってもわかり

やすく、使いやすい設計のことを指す。



４．初期のバリアフリー 現在のバリアフリー

バリアフリーの4つの要素

物理的バリア
駅や建物などにある段差

意識のバリア 偏見・差別
障害のある人などに対する差別や間違

えた認識など

情報のバリア
目や耳などが不自由なことにより普段の
生活で欠かせない情報が利用できない

制度のバリア
障害があることを理由に資格がとれない

バリアフリーの4つの要素

社会モデル
個人が問題ではなく社会が問題

（差別等無くす）

情報のバリア
携帯出現・アプリなどが加わる

変化

物理的バリア
駅や建物などにある段差

大きな変化

かなり進化 制度のバリア
役務のガイドライン・合理的配慮

ほぼ同じ



B．都市の移動困難者の問題

様々な移動困難者

• 身体障害者
• 対策が分かりやすい障害、物理的対
策が多い

• 視覚障害：全盲、弱視
• 聴覚障害：難聴、聾唖
• 肢体不自由：車いす、杖等
• 内部障害：オストメイトを用いる人

• インビジブル障害
• 目で見えにくい障害：人的対応が多い

• 知的障害

• 発達障害

• 精神障害

• 高齢者
• フレイル、
• 要支援・要介護
• 認知症



１．都市の利用に困る移動困難者

出典：図表2-1-4 年齢階級別の要介護認定率 - 厚生労働省

フレイル（要介護者）認定率

フレイルとは、「加齢により心身が老い衰えた状態」
健康な状態と日常生活でサポートが必要な介護状
態の中間を意味する。
英語の「Frailty（フレイルティ）」が語源

8０歳代前半

約２６％

７０歳代前半

約5.8％

移動困難者とは：身体や心身の障害、高齢、公共交通の不便などにより、移動に困難を伴う人

https://www.mhlw.go.jp/stf/wp/hakusyo/kousei/21/backdata/01-02-01-04.html


２．男性の心身機能低下



３．女性の心身機能低下



C.移動困難者の特徴
 １．視覚障害者

1.全く見えない人：ブロックの凹凸を頼る
 2.少し見える人：ブロックと路面の輝度コントラストを頼る

 ２．歩行に問題を抱える人
〇筋力、体力の低下や脳血管障害、整形疾患、認知面等様々な要因

 があり、高齢になるほど複数の要因があることが少なくない



全盲の方の支援方法種類 問題点の対策

白杖同行支援 晴眼者の支援 問題は軽減

白杖単独 個人の杖歩行
点字ブロック・
音を頼り

 単独の歩行は困
難を伴う。

 個人差がある

介助犬  介助犬に依存
 特殊な空間は困

る

シグナルエイド 大きな交差点
で整備

 機器があるヶ所の
み有効

 機器が無い箇所
が困る

１．全盲の方の支援方法



歩行障害の症状や種類 内容

脳神経疾患に多
い歩行障害

痙性歩行 つま先をひきずるように歩く。
鶏歩 足首が上がらず垂れたままで、足を高く持ち上げ、つま先から投げ出すように。
動揺性歩行 腰を左右に振りながら歩きます。
小刻み歩行 前かがみ・小刻み・手をあまり振らずに歩く。
失調性歩行 ふらふらとしていて、不安定でぎこちなく歩く。

骨や関節系に多
い歩行障害

間欠性跛行 下肢の痛みと疲労感が強くなり、足をひきずるようになる。休むと再び歩ける。
墜落性跛行 左右の足の長さが異なり、片方の足が地面に墜落するように落下する歩き方。

心因性歩行障害 心因性歩行障害 身体機能異常ない精神疾患、運動機能や感覚機能検査で問題無いが歩けなくる。
脳に関わる 脊髄小脳変性症、多

系統萎縮症
小脳や脳幹が萎縮することで歩くことが困難になる病気。歩行障害や筋肉の硬直、
血圧の制御困難などが発生します。

脳卒中 脳梗塞や脳出血、くも膜下出血など脳にトラブルで発生。後遺症の歩行障害等。
動脈硬化 閉塞性動脈硬化症 手や足の血管が詰まり、狭くなり血液の流れが悪くなる歩行障害

神経の病気 腰部脊柱管狭窄症 腰部の骨、関節、椎間板、靭帯に異常が起き、神経が圧迫される病気。

筋肉の病気・症状 パーキンソン病 脳に関わる病気であり筋固縮ならびに歩行・姿勢反射障害です。

サルコペニア 高齢者に多く、栄養状態の影響や、運動量の低下により筋組織が細く弱くなる状態

筋肉・骨の双方が
関連

足の変形 関節リウマチや先天性内反足、外反母趾等の足が変形による歩行障害
外傷 骨折や筋断裂などの影響を受け 歩行障害が出ること

２．様々な歩行困難者の歩き方の特徴



D. 建築物のバリアフリー化に係る制度の概要

出典：国土交通省

• 建築物移動等円滑化基準への適合義務
• 床面積が 2,000㎡以上特別特定建築物
• ※を建築する際に、 建築物移動等円滑化基準への適合を義務
付け

バリアフリー法に基づく
①建築物移動等円滑化基準（義務基準）
②建築物移動等円滑化誘導基準（誘導基準）



１．バリアフリー法に基づく
①建築物移動等円滑化基準（義務基準）、 
②建築物移動等円滑化誘導基準（誘導基準）の例



２．バリアフリー法に基づく
①建築物移動等円滑化基準（義務基準）、 
②建築物移動等円滑化誘導基準（誘導基準）の例



改訂のトイレのバリアフリー



３．バリアフリー法に基づく
①建築物移動等円滑化基準（義務基準）、 
②建築物移動等円滑化誘導基準（誘導基準）の例
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5．小規模階の建築物
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駐車場



駐車場 建築物移動等円滑化基準

駐車場の基準チェック項目

＜一般基準＞

駐車場
（政令第17条）

①車椅子使用者用駐車施設を1以上設ける

②車椅子
使用者用
駐車施設

(1)幅は350ｃｍ以上であるか

(2)車椅子使用者用駐車施設から利用居室ま
での経路の長さを短くなる位置に設ける

＜一般基準＞

標識
（政令第19条、
省令第113号）

①駐車施設の付近に設ける、駐車施設があることを表示
する標識 

高齢者、障害者等の見やすい位置に設ける

標識に表示すべき内容が容易に識別できるもの



建築物移動等円滑化誘導基準チェックリスト

施設等 駐車場の誘導基準チェックリスト

＜一般基準＞

駐車場
（省令第12条）

全駐車台数が200以下 1／50以上
全駐車台数が200以上 1/100＋2以上

幅は350ｃｍ以上であるか 

車椅子使用者用駐車施設から利用居室まで
の経路の長さが短くなる位置にける

＜一般基準＞

標識
（省令第14条）

①駐車施設の付近に設ける、駐車施設があるこ
とを表示する標識 

高齢者、障害者等の見やすい位置にる

標識に表示すべき内容が容易に識別できる
もの



車椅子使用者用駐車施設の幅、空間の確保等 



車椅子使用者用駐車施設の例



留意点：車椅子使用者が利用可能な駐車施設を確保する
配置・運用の工夫



E.杉並住民の困りごとの声

計画やガイドラインなどの整備では

難しい領域の内容が多い



障害 問題と考えていること 原因 法律解決？
神経系障害 点字ブロックを踏むと激痛が走る 点字ブロックの凹凸 X？

先天盲 ATMや駅の券売機の並ぶ場所が分からない 空間認知ができない X 人的対応
タッチパネルの操作ができない PC操作ができない X 検討事項

中途盲 タブレットの操作できない タッチ型操作困難 X 検討事項
目的地での入り口がわからない 空間認知ができない X 人的対応
横断歩道の位置がわからない 空間認知ができない X ？
歩道を塞ぐように車が停車止 歩行動線上の遮断 X ？
無人駅の呼出しボタンの位置不明 空間認知ができない X 検討事項

先天盲 タッチパネルの操作できない タッチ型操作の困難 X 検討事項
乗り継ぎの際の駅員サポートは、最後まで
サポート止めてくれない

利用者の利便性より会社のルールを優
先

△ 会社と対
話

セルフレジ操作がやや困難 レジ操作やバーコードを分かりやすく X 検討事項
改札口の切符対応とカード対応が混在 受け入れ機器がまちまちで困る X 検討事項 
店員さんが何処にいるか分からない 空間認知ができない X 検討事項
信号の有無がわからない 空間認知ができない X 検討事項
音声が無いエレベーターは何処の階に着い
たか分からない

空間認知ができない X 検討事項

視覚障害者と晴眼者のイメージする視覚障
害者にギャップが大きい

重要 X 検討事項

下肢障害、杖
使用

道路や横断歩道の白線等のすべりやすさ 滑り X 対話
歩道部分の横断勾配 １％の横断勾配がルール 〇 法を守る



視覚障害者１４（８2％）
①見えない 空間認知ができない：８

②見えない 機器の操作 ：５
③歩行動線上の空間認知  ：１

３（18％）
神経系障害
④点字ブロックの凹凸が痛い：１

両下肢の障害
⑤横断勾配がきつい：１
⑥白線が滑りやすい：１

利用者の課題を整理する

①人的支援が必要：47％
  空間の把握ができない対策は施設、
設備、機器だけでは不十分である。

②人的支援が必要：29％
外出先の情報機器の操作は見 えな

いと困難
③人のモラル：６％

④凹凸がない区間をつくるこ
とが可能
⑤横断勾配 基準を守ること
⑥滑りにくい素材を使用
通行する側が気を付ける

視覚障害をとらえる晴眼者と視覚障害者間のギャップ



F視覚障害者誘導用ブロックを考える

（通称：点字ブロック）



１．視覚障害者誘導用ブロックの目的

•視覚障害者誘導用ブロックの目的
• 位置確認や誘導：視覚障害者が道路や鉄道を利用する時に
施設の位置を知ることや進む方向に誘導するためである。

• 安全確保：さらに交差点での事故から守る安全の確保や、
鉄道のホームから転落を防止する、などの役割がある

• 補完する設備
• 音声・点字案内：

• しかし、点字ブロックだけでは不十分なので音声や、点字な
どで補完する

• スマホ：
• アプリで案内



２.視覚障害者誘導用ブロックの形状
線状ブロック 点状ブロック

形状と高さ 4本の線 ２５個のドットと高さ5㎜

色彩 原則黄色

サイズ ３０㎝Ｘ３０㎝

ブロックの形状・機能 線状ブロック：誘導等 点状ブロック:警告等



G.施設のバリアフリー

1 階段



１．階段を例にバリアフリーを考える

問１．手すりは、何故二段なのか？ 問２．階段の上に下にブロックは何故30
㎝が二枚が敷設されているのか？



２．階段はどのように創られているか？

①踏面（ふみずら）

②蹴上(けあげ)

③踏面と段鼻は識別できる色にする

①踏面
②蹴上げ
③段鼻



３．手すりの悪い事例：豊科交流学習センター手すり

問題個所：手すりが平坦部60㎝がないこと。
点字ブロックが鋲の金属であること。



②階段上下は２枚の点字
ブロック

①始終端部の手すりの長
さ60㎝

③手すりの地上からの高さ

上のてすり：85㎝
下の手すり：65㎝

④踊り場の寸法
120～150㎝

４．階段の寸法：①手すりの長さ、②点字ブロックの敷設
③手すりの高さ、④踊り場の寸法



５階段踏面、
段鼻の識別
しやすい例



H.施設のバリアフリー

2 エスカレーター



①昇降口において、三枚以上の
踏み段が同一平面上にあること。

１. エスカレーター



２．エスカレータの対策

水平部3枚

高さ８０～８５ｃｍ

移動手すり７０ｃｍ



３．エスカレータの対策

点状ブロック2枚

識別：デマケーションライン

※輝度コントラスト



４．輝度とコントラスト

輝度
色や物体の明るさの尺度を表します。 輝度は光の量に
よって決定されて明るさの差を示す指標として使用され
ます。 光の強さが高いほど輝度も高くなったり光の強さ
が低いほど輝度も低くなります。

コントラスト
対象物や色の間の相対的な明暗や彩度の差を比較して視
覚的な際立ちや明瞭さを生み出す要素となります。

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E6%98%8E%E7%9E%AD%E3%81%95&fr=link_kw_cbr_direct&fr2=cid_11284331201


※コントラスト (高度)：画像や文字の明るい部分と暗い部分の明暗の差を指し、
コントラスト比で表される

輝度コントラスト比
輝度コントラスト＝[lmaxーlmin]／[lmax＋lmin
(L1 + 0.05) / (L2 + 0.05)
L1：色の明るい方の相対輝度 (0 ~ 1の値)
L2：より暗い色の相対輝度 (0 ~ 1の値)
白と黒の輝度は、「白 = 1」「黒 = 0」です。
(1 + 0.05) / (0 + 0.05) = 21
白と黒のコントラスト比は「21 : 1」となります。

コントラスト (高度) [レベルAAA]：達成基準がより厳しいも
の（少なくとも 7:1 のコントラスト比がある）

視力が 20/40 (0.5) の利用者は、4.5:1のコントラスト比を必要
視力が 20/80 (0.25) の利用者は、約 7:1 のコントラスト比を必要

WCAG 2.1 解説書達成基準 1.4.6 を理解する(W3C)Web Content Accessibility Guidelines (WCAG) 2.1
ウェブコンテンツをよりアクセシブルにするための広範囲に及ぶ推奨事項を網羅



車椅子使用者用駐車施設（屋内）の例





上・下肢障害者や妊婦と車椅子使用者用駐車施設と区分して、わかりやすく表示



地下階に設けた車椅子使用者用駐車施設 



発券機・精算機等







I. 鉄道駅のプラットホーム



１．エレベーターのかごの大きさ等
・高齢者、障害者等がエレベーターの前で待たされてなか
なか利用できない問題の解決

• 【見直し結果】
• ＜基準＞
•移動等円滑化された経路を構成するEVのかごの内法幅は、140cm 以上、内法奥行
き135cm 以上（11 人乗り程度）とする。

•＜ガイドライン標準＞
• EV設置の場合には、当該旅客施設の高齢者、障害者等の利用状況を考慮し、適切
な輸送力を確保するよう、設置台数並びに、かごの内法幅及び内法奥行きを検討
する。かごの大きさについては 、JIS A4301を参照し、大きさを選定する。 

•直角二方向出入口型エレベーターの設置は、他の方式のEVの設置が構造上もしく
は安全上困難な場合で、車椅子使用者が円滑に利用できる大きさの場合に限定。

•※オリパラ・アクセシビリティガイドラインによる「標準」は17人乗り、「推
奨」が24人乗り。
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従来より大型のEVを設置。駅構内通
路も新設しEV のアクセスを改善。
（JR東日本有楽町駅）

2基設置
して容量
アップと
待ち時間
解消を
図った。
（阪急六
甲駅）

（コラム）そで壁を
なくし、出入口の円
滑性を確保した例。
（東京国際空港
ターミナル） JISA4301に示されたかごサイズ

２．エレベーターのかご
の大きさ等



転落防止の内方線 交点の点状ブロック３０ｃｍ二
枚

３．ホームの点字ブロック



J.道路のバリアフリー



1 幅員の確保

歩道の路上施設等を除いた有効幅員を
 2m以上確保

道路幅員の考え方
1.00m 75cm 1.00m

提供：国土交通省 道路のガイドライン

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本ガイドラインによりまして、主に、交通バリアフリー法の対象となる重点整備地区において、
また、交通バリアフリー法の対象とならない重点整備地区以外におきましても、
できるだけ準用して、ガイドラインに沿った道路整備が行われることになります。
それでは、具体的なガイドラインの運用による歩道空間整備のポイントについて、主なものを説明します。
１つには、歩道等の有効幅員についてです。
ガイドラインでは、歩道等の有効幅員は、歩行者交通量の多い歩道では３．５m、その他の歩道では２ｍ以上としています。
ここでは、車椅子の走行に必要な歩道幅員の設定の考え方を示しています。
この歩道幅員を確保するため、参考事例として北九州市小倉の電線類の地中化による拡幅した例、秋田市の側溝のフタ掛けによる拡幅した例、等があります。



2 幅の広い歩道を整備

• 応用問題
• 歩道を広げられない場合

提供：国土交通省 道路のガイドライン

ポンペイの遺跡



3 道路占用物の移設（集約を行った事例：世田谷）



4 歩道の工夫
電柱・ガードレール・がい渠ブロックが一直線



５ 浪打歩道の改善：歩道の傾斜改善のイメージ図 

応用問題：民有地が車道から高過
ぎるとき、歩道が狭すぎるとき 提供：国土交通省 道路のガイドライン

• 応用問題：雪国の
場合に多い

• 民有地が高い場合が
多いので右図の対応
では解決できない
ケースがある

• 実際の対策
• 車道の嵩上げで
対応

• 民有地を下げて
もらう対応



６ 交差点の平坦性の確保

提供：国土交通省 道路のガイドライン

平坦

勾配

勾
配

平坦



７．視覚障害者が段差を認識可能
縁端高さ1cmから背面高さ3cm、
表面勾配10%（点状ブロック付き）



８．縁端の高さを一部0㎝



１０．交差点の整備



事例 2-1-5 「縁端高さ1cmから背面高さ3cm構
造」を採用した取組（茨城県土浦市） 
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